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昨
秋
、
関
東
大
会
で
女
子
団

体
戦
を
制
し
た
取
手
聖
徳
女
子

中
学
校
硬
式
テ
ニ
ス
部
が
、三
月

二
十
九
日（
日
）・三
十
日（
月
）に

香
川
県
で
行
わ
れ
た「
第
三
回

全
国
選
抜
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会
」

に
て
、
見
事
、
初
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
関
東
大
会
で
の

決
勝
相
手
で
あ
っ
た
太
田
市
立

西
中
学
校（
群
馬
）と
の
再
対
決
。

ダ
ブ
ル
ス
二
面
と
シ
ン
グ
ル
ス

一
面
で
の
同
時
進
行
と
な
り
、

シ
ン
グ
ル
ス（
浅
川
）で
一
勝
を

先
取
し
た
も
の
の
、ダ
ブ
ル
ス

の
一
方（
田
中
・
江
頭
）が
接
戦

の
末
、
一
敗
。
も
う
一
面
で
続

く
ダ
ブ
ル
ス（
寺
田
・
露
久
保
）

に
期
待
が
掛
か
る
も
、
途
中
ま

で
リ
ー
ド
さ
れ
苦
し
い
展
開
。

こ
こ
で「
思
い
切
っ
て
や
ろ
う
」

と
心
を
一
つ
に
し
、
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
、タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で

七
―
五
を
取
っ
た
瞬
間
、
勝
利

を
収
め
、
念
願
の
全
国
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
の「
全
国
私
立

中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」

で
は
惜
し
く
も
準
優
勝
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
優
勝
決
定
の
瞬

間
は
感
激
に
満
ち
た
表
情
で
抱

擁
を
交
わ
し
、
互
い
の
健
闘
を

讃
え
合
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
寺
田
未
空
さ
ん

（
当
時
二
年
生
）は
、
茨
城
県
で

二
十
九
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

「
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
」の
県
予
選

で
も
勝
ち
進
み
、
大
会
日
程
が

重
複
す
る
中
、
同
日
夜
に
家
族

と
笠
松（
茨
城
）か
ら
高
松
へ
大

移
動
。
初
日
に
上
位
八
校（
第

三
回
戦
）の
切
符
を
死
守
し
て

く
れ
た
後
輩
六
人
を
ね
ぎ
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
手
七
人
は
四
月
二 

十
七
日（
月
）の
第
八
十
二
回
学

園
創
立
記
念
日
式
典
に
お
い
て

も
こ
の
栄
誉
を
称
え
ら
れ
、
学

園
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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二
月
二
十
一
日（
土
）、

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

（
保
育
科
・
総
合
文
化
学

科
）、
千
葉
大
学
、
松
戸

市
の
三
者
主
催
に
よ
る

「
地（
知
）の
拠
点
大
学
連

携（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
産
官
学
民
連
携
に

よ
る
地
域
課
題
解
決
と

そ
の
体
験
を
通
じ
た
学

び
」を
テ
ー
マ
と
す
る
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

松
戸
市
と
連
携
協
定
を

結
び
地
域
貢
献
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
両

大
学
が
、
共
に
そ
の
成

果
を
発
表
し
、
今
後
の

展
開
に
向
け
た
課
題
を
共
有
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
開
催
し

た
も
の
で
す
。
大
学
関
係
者
や

市
民
な
ど
百
七
十
七
人
が
参
加

し
、
本
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
発
表
・

講
演
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
開
催
し
、
両
大
学
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
し
た
。
担
当
し
た

教
員
や
学
生
た
ち
は
、
参
加
者

か
ら
の
質
問
に
熱
心
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
て
、「
市
民
の
満
足
度
が
間

違
い
な
く
上
が
っ
て
い
る
」「
学

生
の
視
点
が
加
わ
る
こ
と
で
新

し
い
気
づ
き
が
生
ま
れ
た
」等

の
評
価
が
あ
っ
た
一
方
、「
地
域

と
の
連
携
の
難
し
さ
」や「
卒
業

生
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
盤
づ
く

り
」と
い
っ
た
新
た
な
課
題
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。

千
葉
大
学
、
松
戸
市
と
連
携
し
、

本
学
で
Ｃ
Ｏ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

優勝カップを手に第82回創立記念式典にて

シンポジウム風景
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平
成
二
十
七
年
度

聖
徳
大
学
大
学
院
・

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
入
学

式
が
四
月
一
日（
水
）、

本
学
体
育
館
に
て
挙

行
さ
れ
、大
学
院
五
十

名
、大
学
千
百
四
十
二

名
、短
大
四
百
十
五
名
、

計
千
六
百
七
名
の
新

入
生
が
満
開
の
桜
の

も
と
で
新
生
活
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

式
辞
に
お
い
て
、

川
並
知
子
名
誉
学
園

長
は「
建
学
の
精
神

『
和
』の
中
心
は『
礼
』

に
あ
り
、
人
の
道
に

『
礼
』は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
」と
説
き
、
本
学

学
生
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
川
並

弘
純
学
長
は「
異
な
る
価
値
観

を
持
つ
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ

と
が
大
学
で
の『
生
き
た
学
び
』

と
な
る
」と
話
し
、「
学
生
生
活

を
通
し
て
人
間
と
し
て
の
幅
を

広
げ
、
一
つ
上
の
ク
ラ
ス
の
夢

を
掴
み
取
る
た
め
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
初
の
試
み

と
し
て
在
学
生
に
よ
る
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

れ
、
軽
快
な
音
楽
に
乗
せ
て
演

技
す
る
バ
ト
ン
部
を
筆
頭
に
、

各
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

の
学
生
た
ち
が
新
入
生
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
厳
か
な
雰
囲
気
か

ら
一
転
、
会
場
は
新
入
生
の
学

生
生
活
へ
の
期
待
に
満
ち
た
笑

顔
と
拍
手
で
あ
ふ
れ
る
中
、
閉

式
と
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

　

聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）の
開
講
式
が
、

四
月
十
八
日（
土
）、
聖
徳
大
学

川
並
香
順
記
念
講
堂
で
開
催
さ

れ
、
約
千
二
百
七
十
人
が
集
い

ま
し
た
。

　

川
並
弘
純
学
長
、
長
江
曜
子

Ｓ
Ｏ
Ａ
校
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講
座
で
六
十
二
単

位
を
取
得
し
た
四
名
の
受
講
者

の
方
々
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

学
長
よ
り
総
合
修
了
証
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

公
開
講
演
で
は
、タ
レ
ン
ト

で
本
学
社
会
福
祉
学
科
の
客
員

教
授
で
も
あ
る
毒
蝮
三
太
夫
先

生
に
、「
毒
蝮
流
！
こ
と
ば
で
介

護
」と
題
し
て
、「
毒
舌
」で
は
な

く「
得
舌（
と
く
ぜ
つ
）」と
自
ら

名
づ
け
た
高
齢
者
へ
の
接
し
方

　

四
月
三
日（
金
）、
学
生
食
堂

「
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
」に
て
、
平
成

二
十
七
年
度
留
学
生
顔
合
わ
せ

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
留
学
生
は
、

大
学
院
博
士
前
期
課
程
三
名
、

学
部
生
一
名
、
大
学
院
博
士
後

期
課
程
研
究
生
一
名
、
大
学
院

博
士
前
期
課
程
研
究
生
三
名
の

計
八
名
で
す
。
今
年
も
新
入
生

を
歓
迎
す
る
た
め
、
国
際
交
流

委
員
会
の
教
員
や
先
輩
留
学
生

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

先
輩
留
学
生
を
代
表
し
て
、

大
学
院
博
士
後
期
課
程
二
年
、

　

三
月
三
十
一
日

（
火
）、
聖
徳
大
学

川
並
香
順
記
念
講

堂
に
お
い
て
、
聖

徳
大
学
・
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
の

平
成
二
十
七
年
度

入
寮
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。

　

入
寮
式
は
、
新

入
寮
生
百
九
十
名

と
そ
の
保
護
者
が

出
席
し
、
こ
れ
か

ら
の
寮
生
活
へ
向

け
て
決
意
を
す
る

と
同
時
に
、
学
寮

担
当
の
教
員
や
先

輩
寮
生
と
対
面
す

る
場
で
も
あ
り
ま

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
し
方

に
、
会
場
全
体
が
笑
い
の
坩る

堝つ
ぼ

と
化
し
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を

与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
本
学
音
楽
学
部
教
授
・
原

佳
之
先
生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

同
教
授
・
山
本
ま
り
子
先
生
の

案
内
の
も
と
、
演
奏
学
科
の
教

授
陣
に
よ
る「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

な
ど
、全
七
曲
が
披
露
さ
れ
、
美

し
い
歌
声
や
素
晴
ら
し
い
演
奏

が
講
堂
に
響
き
渡
り
、
終
始
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
と
し

て
、
音
楽
学
部
の
岩
井
孝
信
教

授
に
よ
る
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
演

奏
も
行
わ
れ
、年
度
の
ス
タ
ー
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
、
華
や
か
で
笑

い
に
あ
ふ
れ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

劉
泓
萱（
リ
ュ
ウ
・
ホ
ウ
ヘ
ン
）

さ
ん
か
ら「
不
安
に
な
っ
た
ら

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
私
も
力
に
な
り

ま
す
！
」と
の
歓
迎
挨
拶
が
あ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、

顔
合
わ
せ
会
が
進
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
新

入
生
た
ち
も
、
先
輩
留
学
生
か

ら
留
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
食
事
を
取
り
始
め

る
と
、し
だ
い
に
緊
張
も
解
け
た

よ
う
で
、
会
の
終
盤
に
は
す
っ

か
り
打
ち
解
け
て
い
る
様
子
で

し
た
。

す
。
新
入
寮
生
は
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
式
場
へ
足
を
運
び
ま

し
た
が
、
先
輩
寮
生
の
案
内
を

受
け
て
い
る
う
ち
に
、
し
だ
い

に
緊
張
も
解
け
て
い
っ
た
よ
う

で
す
。

　

入
寮
式
が
始
ま
る
と
、
新
入

寮
生
を
代
表
し
て
、
短
期
大
学

部
保
育
科
保
育
士
コ
ー
ス
志
村

沙
織
さ
ん（
香
風
寮
）が
宣
誓
を

行
い
、
今
後
の
決
意
を
示
し
ま

し
た
。ま
た
先
輩
寮
生
か
ら「
こ

れ
か
ら
の
寮
生
活
を
通
し
て
、

社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
素
敵
な

女
性
と
な
れ
る
よ
う
、
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
学
科
の
長
江

曜
子
先
生
が
作
詞
に
携
わ
ら
れ

た
寮
歌
を
紹
介
し
、
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
た
な
仲
間
と
共
に
歩
む
、

新
入
寮
生
た
ち
の
成
長
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

入
学
式
を
挙
行

平
成
二
十
七
年
度

　

四
月
二
十
九
日（
水
・

祝
）、平
成
二
十
七
年
春

の
叙
勲
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、本
学
園
関
係
者
よ

り
次
の
三
名
の
先
生
が

受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。

瑞
宝
中
綬
章（教

育
研
究
功
労
）

元
　

聖
徳
大
学
人
文
学
部

人
間
栄
養
学
科
教
授

（
現
　

聖
徳
大
学
兼
任
講
師
）

渋
川 

祥
子 

先
生

瑞
宝
小
綬
章（
教
育
功
労
）

元
　

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
長

元
　

聖
徳
大
学
大
学
院

教
職
研
究
科
教
授

角
田 

元
良 

先
生

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

元
　

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

副
校
長

伊
佐 

隆
一 

先
生

平
成
二
十
七
年  

春
の
叙
勲
受
章
者

留
学
生
顔
合
わ
せ
会

入
寮
式
を
挙
行
し
ま
し
た

平
成
二
十
七
年
度

平
成
二
十
七
年
度

講演する毒蝮三太夫客員教授

　

母
の
日
の
五
月
十
日（
日
）、

千
葉
県
浦
安
市
舞
浜
の
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
に
あ

る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
イ
ク

ス
ピ
ア
リ
」の
開
業
十
五
周
年
を

記
念
し
た
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
、
聖
徳
大
学
児

童
学
部
櫻
井
茂
教
授
の
ゼ
ミ
生

十
四
名
が
、
子
供
た
ち
三
百
名

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は「
お
し
ゃ
れ

な
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
ろ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
子
ど
も
た

ち
が
お
母
さ
ん
の
た
め
に
テ
ー

ブ
ル
に
あ
る
素
材
の
中
か
ら
好

き
な
も
の
を
選
ん
で
、フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

ま
す
。
完
成
し
た
ら
親
子
で
写

真
撮
影
し
、
そ
の
写
真
を
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
に
入

れ
て
記
念
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い

う
企
画
で
す
。

　

当
日
は
、
開
始

し
た
十
一
時
か
ら

イ
ベ
ン
ト
終
了
の

十
九
時
ま
で
絶
え

る
こ
と
な
く
親
子
が
訪
れ
ま
し

た
。学
生
た
ち
は
フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
作
り
、
写
真
撮
影
の
ほ
か
、

呼
び
込
み
、
受
付
業
務
、
順
番

待
ち
の
子
ど
も
た
ち
と
手
遊
び

を
す
る
な
ど
、
忙
し
く
も
充
実

し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
は
櫻
井
教
授
の
ほ
か
入
学

セ
ン
タ
ー
の
職
員
も

参
加
し
、学
生
と
共
に

多
く
の
親
子
と
交
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
の
産
経
新
聞
に

も
そ
の
様
子
が
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
児
童
学
部
と
イ
ク
ス
ピ
ア
リ
が
コ
ラ
ボ
企
画
！

母
の
日
イ
ベ
ン
ト

「
お
し
ゃ
れ
な
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
ろ
う
」を
開
催
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四
月
十
八
日（
土
）、
国
立
研

究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
特
別
公

開
日
に
開
か
れ
た「
大
学
生
と

語
る
生
活
の
中
の
宇
宙
」と
題

し
た
座
談
会
に
お
い
て
、
聖
徳

大
学
の
学
生
二
名（
人
間
栄
養

学
科
、
児
童
学
科
）が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
発
表
を
行
い
、
ま

た
児
童
学
科
の
学
生
と
聖
徳
大

学
附
属
高
等
学
校
・
附
属
取
手

聖
徳
女
子
高
等
学
校
の
生
徒
、

大
学
か
ら
は
松
山
武
士
教
授
、

土
橋
永
一
教
授
、
北
川
慶
子
教

授
、
廣
木
奈
津
講
師
、
取
手
聖

徳
女
子
高
等
学
校
か
ら
は
張
替

起
子
教
頭
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
科
四
年
の
小
林

愛
さ
ん
は
、
身
近
に
あ
る「
宇

宙
」と
し
て
、
宇
宙
飛
行
士
の

山
崎
直
子
さ
ん
が
宇
宙
よ
り
持

ち
帰
っ
た「
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ

ち
ゃ
」を
使
っ
た
レ
シ
ピ
に
つ
い

て
発
表
。
児
童
学
科
四
年
の
栗

谷
結
希
さ
ん
は
、
小
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
天
文
教
育
と
小
中

高
生
の
理
科
へ
の
興
味
に
つ
い

て
発
表
し
、
い
ず
れ
も
身
近
な

内
容
か
ら
宇
宙
へ
の
興
味
を
誘

う
内
容
で
、
発
表
に
聴
き
入
る

参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
司
会
の
岩
渕
泰
晶

先
生
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の

軽
快
な
進
行
も
手
伝
っ
て
、
座

談
会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
進
み
、
参
加
者
は
多

く
の「
学
び
」を
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

本
学
学
生
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
座
談
会
に
て

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発
表
！

　

こ
の
文
章
が
皆
さ
ま
の
お
目

に
触
れ
る
頃
に
は
、紫
陽
花
の

花
が
笑
う
季
節
と
な
っ
て
い
る

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

な
ぜ「
花
が
笑
う
」と
表
現
す

る
か
と
申
し
ま
す
と
、も
と
も

と
花
が「
咲
く
」と
い
う
旧
字
は
、

口
偏
に
笑
と
書
い
て「
口笑
く（
さ

く
）」と
読
ん
で
い
た
た
め
で
す
。

「
笑
」と
い
う
字
は
、も
と
も
と

「
細
い
竹
」を
意
味
し
、風
に
揺

れ
て
花
が
開
く
様
子
が
、人
が

口
を
細
め
て
笑
う
姿
に
似
て
い

た
こ
と
か
ら「
口笑
く
」と
し
た
と

い
う
説
が
有
力
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、「
鳥
歌
い
、花

笑
う
」四
月
に
聖
徳
大
学
陸
上

競
技
部
に
、五
名
の
新
入
部
員

が
入
部
し
ま
し
た
。

　

竹
の
よ
う
な
し
な
や
か
さ
を

身
に
つ
け
、花
笑
う
が
如
く
に

微
笑
を
絶
や
さ
ず
、四
年
間
の

競
技
生
活
を
有
意
義
な
も
の
と

し
、そ
れ
ぞ
れ
がOnly one

の

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

陸
上
競
技
部
は
創
部
五
年
の

節
目
で
す
。

　

今
年
度
も
相
変
わ
り
ま
せ
ぬ

ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
生
一
人
ひ
と
り
が
夢
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
自
己
の
学

び
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
学
習
を

深
め
、
高
め
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

　

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
が
学
び
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
相
談
・

体
験
す
る
場
と
し
て
開
設
さ
れ
、

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

大
学
で
の
学
び
の
基
礎
と
な
る

「
聖
徳
基
礎
力
」の
定
着
と
向
上

を
目
指
す
た
め
の
学
習
支
援
、

学
習
に
関
す
る
相
談
、キ
ャ
リ

ア
形
成
へ
の
支
援
、
学
習
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

　

今
年
度
か
ら
、
従
来
の
Ｆ
Ｔ

（Friendship Tour
）を
一
新
し
、

新
た
な
導
入
教
育
合
宿
Ｆ
Ｔ

（Freshm
en T

raining
）が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
科
の
Ｆ
Ｔ
は
、

四
月
十
八
日（
土
）か
ら
二
十
日

（
月
）ま
で
の
二
泊
三
日
の
日
程

で
、文
学
科
と
と
も
に
富
士
箱
根

ラ
ン
ド
で
実
施
し
ま
し
た
。人
間

栄
養
学
科
は
管
理
栄
養
士
養
成

課
程
で
あ
り
、
管
理
栄
養
士
に

な
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し

て
勉
学
に
励
ま
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、昨
日
ま
で
高
校
生
で
あ
っ

た
新
入
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
新
し
た
Ｆ
Ｔ
の
目
的
の
一

つ
は「
大
学
の
学
び
へ
の
転
換
」

を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

延
べ
約
千
三
百
人
が
利
用
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
従
来
の
個
別
に

よ
る
支
援
・
相
談
に
加
え
て
、

人
間
栄
養
学
科
で
は
、カ
ー
ド

を
使
っ
て
意
見
を
ま
と
め
て
い

く「
Ｋ
Ｊ
法
」を
用
い
、「
ど
の

よ
う
な
管
理
栄
養
士
に
な
り

学
生
の「
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
力
」

を
向
上
さ
せ
、
目
標
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
支
援

方
法
の
一
つ
と
し
て
、グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
教
員
を
目
指
し
採
用

候
補
者
選
考
に
志
願
す
る
学
生

を
対
象
に
、
継
続
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
関

わ
り
な
が
ら
、
設
定
し
た
課
題

に
つ
い
て
、学
生
相
互
が
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
主
体
的
に
追

究
す
る
課
題
解
決
型
の
学
習
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

学
生
が
気
軽
に
利
用
・
活
用
で

き
る
場
所
と
し
て
、学
習
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
お
け
る
疑
問
や
不

安
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

た
い
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見

を
出
し
合
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
な
い
、
意
識
の
向
上
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

教
員
は
Ｋ
Ｊ
法
を
教
え
る
だ

け
で
、
内
容
そ
の
も
の
の
指
導

は
し
ま
せ
ん
が
、
二
日
目
の
午

後
に
は
、
学
長
の
講
話
を
拝
聴

す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、
し
か
も

Ｋ
Ｊ
法
で
作
っ
た
ポ
ス
タ
ー
で

あ
る
こ
と
を
学
長
に
ご
指
摘
い

た
だ
き
、お
褒
め
の
言
葉
ま
で
い

た
だ
い
て
、
学
生
た
ち
は
嬉
々

と
し
て
学
長
の
お
話
に
聴
き
入

っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
、

三
日
目
に
は
箱
根
関
所
や
彫
刻

の
森
を
訪
れ
、
学
生
同
士
の
親

睦
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｆ
Ｔ
を
バ
ネ
と
し
て
、

「
大
学
の
学
び
への
転
換
」が
図
ら

れ
た
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｔ
は
来
年
度
よ
り
名
称
変

更
を
行
い
、
さ
ら
な
る
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。「

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
」を
支
援
し
て
い
ま
す

～
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
～

松
戸
市
教
育
委
員
会
と

協
働
解
決
研
究
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

　

聖
徳
大
学
大
学
院
教
職
研
究

科
と
松
戸
市
教
育
委
員
会
は
こ

の
た
び
、協
働
解
決
研
究
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
す
る
こ
と
と

な
り
、三
月
十
二
日（
木
）、松
戸

市
教
育
委
員
会
教
育
長
室
に
て
、

伊
藤
純
一
教
育
長
立
ち
会
い
の

下
、南
部
昌
敏
教
職
研
究
科
長

と
大
井
徹
学
校
教
育
部
長
が
締

結
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
覚
書
締
結
は
、本
学

と
松
戸
市
教
育
委
員
会
と
の
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
に
基
づ

き
、本
学
教
職
研
究
科
が
松
戸

市
教
育
委
員
会
と
協
働
し
、松

戸
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
課

題
を
解
決
す
る
研
究
を
推
進
し
、

本
学
の
教
育
・
研
究
の
一
層
の

充
実
と
松
戸
市
立
小
中
学
校
教

育
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、児
童
生
徒
の
学
力

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、本
学
教
職
研
究
科
は

松
戸
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で

総
合
実
習
の
連
携
協
力
を
進
め

て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
は
さ

ら
に
こ
の
覚
書
締
結
に
よ
り
、

地
元
で
あ
る
松
戸
市
の
教
職
員

研
修
等
に
講
師
と
し
て
本
学
教

職
研
究
科
の
教
員
を
派
遣
す
る

こ
と
で
、松
戸
市
の
教
育
全
体

の
底
上
げ
、向
上
等
の
成
果
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

署
名
の
後
、伊
藤
教
育
長
、大

井
学
校
教
育
部
長
、同
席
し
た

田
迎
指
導
課
長
は
本
学
教
職
研

究
科
教
員
の
支
援
内
容
一
覧
を

見
て
、こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

左より、大井徹学校教育部長、伊藤純一教育長、南部昌敏教職研究科長

新入部員たち

KJ法によるグループワーク

「グループワーク」の一場面

学生の発表の様子

人
間
栄
養
学
科

導
入
教
育
合
宿
Ｆ
Ｔ
を
終
え
て

（Freshm
en Training

）

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

⑪

　

四
月
二
十
日（
月
）、
平
成
二 

十
八
年
度
教
員
採
用
試
験
に
向

け
て
の
特
別
講
座（
第
Ⅱ
期
）の

開
講
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
奥
村
児
童
学
部
長
、

高
尾
心
理
・
福
祉
学
部
長
、原
沢

音
楽
総
合
学
科
長
、
沢
崎
児
童

学
科
長（
夜
間
主
）に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
受
講

生
に
励
ま
し
の

ご
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
続

い
て
、
採
用
試

験
を
受
験
す
る

現
四
年
生
代
表

五
名（
小
学
校

教
員
養
成
コ
ー

ス
、心
理・
福
祉

学
部
、
音
楽
総

合
学
科
、
通
信

教
育
学
部
の
各

代
表
）が
採
用

試
験
を
目
指
す

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
東
京
・
千
葉
・
埼

玉
な
ど
の
公
立
小
中
学
校
、
特

別
支
援
学
校
、
音
楽
専
科
、
養

護
教
諭
に
、
卒
業
生
を
含
め
て

百
二
十
五
名
の
学
生
が
合
格
し
、

四
月
か
ら
教
壇
に
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
は
今
年
度
も
、
関

東
の
女
子
大
学
で
は
ト
ッ
プ
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
第
Ⅱ
期
の
特
別
講
座
は
、

七
月
ま
で
計
六
十
六
日
間
に
わ

た
り
、午
後
六
時
か
ら
開
講
し
ま

す
。
講
座
の
内
容
は
、
教
職
教

養
に
関
す
る
教
育
原
理
、
教
育

心
理
、
教
育
法
規
、
教
育
時
事
、

専
門
教
養
に
関
す
る
各
教
科
の

指
導
内
容
、
論
文
指
導
や
面
接

指
導
な
ど
で
す
。

　

教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
教
員
一

同
、
本
年
度
も
先
輩
の
実
績
を

受
け
継
ぎ
、
受
講
生
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

平
成
二
十
七
年
度

教
員
採
用
特
別
講
座（
Ⅱ
期
）開
講
式

学生代表による決意表明



第78号 （4）平成27年6月1日（月）

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
長

第
28
回

所
長
の
伝
言
板

　

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
で

は
、児
童
教
育
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、今
回
は
児
童
虐
待
の
問

題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
年
間
出
生
数
は
、

も
う
少
し
で
百
万
人
を
切
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
人
工
妊
娠
中
絶

す
る
件
数
は
年
間
二
十
万
件
余

り
に
の
ぼ
り
、そ
の
多
く
は
予

期
せ
ぬ
妊
娠
、望
ま
ぬ
妊
娠
と

　

聖
徳
大
学
と
新
京
成
電
鉄
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
に
よ
る「
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
～T

hat ,s 
M

usical Show
!

」が
三
月
二
十 

一
日（
土
・
祝
）、新
京
成
線
初
富

駅
前
の
鎌
ヶ
谷
市
民
会
館
き
ら

り
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
聖
徳
大

学
と
新
京
成
電
鉄
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
第
四
弾
と
し
て
、「
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」「
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」に
続
い
て
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
新
京
成
電
鉄
の

車
両
の
中
吊
り
広
告
や
各
駅
で

の
ポ
ス
タ
ー
広
告
で
の
宣
伝
効

果
も
あ
り
、当
日
は
満
員
の
お

客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
の
ス
テ

ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
本
学
音
楽
学
部
演
奏

学
科
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
お

よ
び
声
楽
・
オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
の

学
生
と
卒
業
生
、教
員
の
出
演

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

妊
娠
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、

妊
娠
を
ど
う
処
理
し
た
ら
良
い

か
分
か
ら
な
い
ま
ま
妊
娠
を
継

続
し
、出
産
ま
で
至
っ
た
事
例

も
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
お
り
、

そ
の
背
景
は
複
雑
で
す
。
問
題

は
、生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
を

育
て
ら
れ
な
い
な
ど
、社
会
的
な

支
援
を
必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
で

す
。虐
待
に
よ
る
死
亡
で
最
も
割

合
が
高
い
の
は
生
後
一
カ
月
未

満
、特
に
日
齢
ゼ
ロ
の
新
生
児

で
す
。
熊
本
市
・
慈
恵
病
院
の

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」の

よ
う
に
、こ
う
し
た
境
遇
の
赤

ち
ゃ
ん
を
救
う
た
め
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、こ
の
よ
う
な
予
期
せ

ぬ
妊
娠
の
相
談
窓
口
は
児
童
相

談
所
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、多
く
の
児
童
相
談
所

は
、充
分
に
そ
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、児
童
相

談
所
は
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

乳
児
院
に
送
り
、児
童
養
護
施

設
を
経
て
、里
親
や
養
子
縁
組

に
出
す
の
が
わ
が
国
の
基
本
的

な
対
処
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

戦
争
孤
児
に
対
す
る
対
処
法
が

そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、制
度
面
で
も
現
代
に
適

合
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、早

急
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

例
え
ば
愛
知
県
で
は
、望
ま

ぬ
妊
娠
に
際
し
、出
産
前
か
ら

妊
婦
の
相
談
に
乗
り
、子
ど
も

が
授
か
ら
な
い
夫
婦
に
新
生
児

委
託
、次
い
で
特
別
養
子
縁
組

を
行
う
、い
わ
ゆ
る「
愛
知
方

式
」を
三
十
年
前
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
例
を
挙

げ
れ
ば
、最
近
ま
で
放
送
さ
れ

て
い
た
朝
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
マ
ッ
サ
ン
」の
養
女
エ
マ
な
ど

は
、こ
う
し
た
特
別
養
子
縁
組

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
例
に
、問
題
を
解
決
す
る
鍵

が
隠
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

悲
惨
な
虐
待
児
を
減
ら
す
た

め
に
、産
婦
人
科
と
連
携
し
、新

生
児
委
託･

特
別
養
子
縁
組
制

度
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
緊
急

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
幼
児
教
育
に
関
わ
る
、本

学
の
学
生
に
も
、こ
う
し
た
面

の
教
育
を
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

で
、ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。「
レ
ン
ト
」「
ウ
ェ
ス
ト

サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」「
ア
ラ
ジ

ン
」「
ス
ィ
ー
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
」

「
天
使
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
」「
サ

ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

な
ど
の
有
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

か
ら
全
九
曲
を
、ソ
ロ
や
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、コ
ー
ラ
ス
で
の
歌

と
、お
芝
居
や
ダ
ン
ス
を
交
え

た
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
出

演
者
の
熱
演
に
対
し
て
お
客
さ

ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
や
声

援
を
い
た
だ
き
、大
変
盛
り
上

が
っ
た
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」よ
り「Let it go

」

を
会
場
の
お
客
さ
ま
と
共
に
大

合
唱
し
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な

り
ま
し
た
。

所長
松浦 信夫

児
童
虐
待
へ
の
対
策
に
つ
い
て

レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
い
る
方
の

演
奏
が
続
き
ま
し
た
。

　

三
月
十
五
日（
日
）は
器
楽
の

発
表
で
す
。
ピ
ア
ノ
を
中
心
に
、

音
楽
学
部
に
開
設
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ス
の
器
楽
を
熱
心
に
学
ん

で
い
る
方
た
ち
が
、朝
か
ら
夕

方
ま
で
演
奏
を
披
露
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
発
表
は

四
月
四
日（
土
）、川
並
香
順
記

念
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

流
の
教
授
陣
か
ら
オ
ル
ガ
ン
を

学
び
、記
念
講
堂
の
大
オ
ル
ガ

ン
を
弾
く
機
会
が
得
ら
れ
る
と

い
う
、聖
徳
大
学
な
ら
で
は
の

講
座
で
す
。
出
演
さ
れ
た
方
々

は
、日
頃
の
学
び
の
成
果
を
一

生
懸
命
な
演
奏
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

地
域
に
開
か
れ
た
音
楽
の
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
、Ｓ
Ｏ
Ａ

音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
は
今
年
度

も
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ッ
ス
ン
と
講

座
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

徳
基
礎
力
の
向
上
を
目
指
す

「
聖
徳
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
成

果
を
あ
げ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
野
原
八
千
代
学
生
部
長

か
ら
、こ
の「
聖
徳
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」導
入
の
経
緯
と
、新
し
く

な
っ
た「
聖
徳
教
育
Ⅲ
」を
中
心

と
す
る「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

ね
ら
い
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
聖
徳
基
礎
力

と
し
て「
文
章
構
成
力

育
成
演
習
」「
数
的
処
理

能
力
育
成
演
習
」「
キ
ャ

リ
ア
実
践
演
習
」と
し

て
用
意
さ
れ
、効
果
が

見
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
大
学
三
年

次
も
し
く
は
短
大
一
年

次
に
実
施
さ
れ
て
い
る

「
夢
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
も
触
れ
、

全
教
職
員
に
よ
る
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
指

導
を
は
じ
め
と
し
た
取

り
組
み
が
就
職
率
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
、こ
の
教
育

改
革
を
受
け
て
現
在
短

期
大
学
部
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、総
合
文
化
学
科
の

蓑
輪
裕
子
教
授
か
ら
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
学
生
が「
社
会
人

基
礎
力
」を
身
に
付
け
る
た
め

に
地
域
貢
献
活
動
や
企
画
の
立

案
・
コ
ン
ペ
を
行
い
、「
気
づ
き

ノ
ー
ト
」の
作
成
へ
と
つ
な
げ

る
一
連
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、地
域
貢
献
や
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
学
生
の
成
長
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
あ
ら
た
め
て
本
学
の
目
指
し

て
い
る
方
向
性
に
つ
い
て
明
確

に
理
解
で
き
た
」「
教
育
改
革
に

つ
い
て
全
体
像
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
」等
々
の
意
見
が

多
数
見
ら
れ
、意
義
あ
る
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
に
Ｓ
Ｏ
Ａ

音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
レ
ッ
ス

ン
・
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
々

に
よ
る
修
了
演
奏
会
が
、三
月

か
ら
四
月
に
か
け
て
三
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
十
日（
金
）、第
五
回
全

学
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
授
業

改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
教

職
員
の
資
質
能
力
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、今
回
は「
聖
徳
大
学
・
聖

徳
大
学
短
期
大
学
部
の
教
育
改

革
～
現
状
と
課
題
～
」と
題
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
十
四
日

（
土
）は
古
典
舞

踏
、合
唱
、声
楽

の
発
表
で
す
。

古
典
舞
踏
で
は

「
フ
ラ
ン
ス
宮
廷

様
式
の
精
華
」

と
題
し
て
、
市

瀬
陽
子
先
生
の

講
座
を
一
年
間

受
講
さ
れ
た
方

た
ち
の
舞
踏
会

が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
午

後
は
、
鈴
木
純

子
先
生
の
指
導
の
も
と
で
毎
週

木
曜
日
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

コ
ー
ラ
ス
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
と
フ
ォ
ー
レ
の
作
品
を
ハ
ー

モ
ニ
ー
も
美
し
く
歌
い
上
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、声
楽
の
個
人

　

は
じ
め
に「
本
学
教
育
改
革

の
全
体
像
」を
テ
ー
マ
に
、増
井

三
夫
副
学
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の

教
育
改
革
に
関
す
る
ね
ら
い
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。本
学
の
課
題
と
し
て
、

競
合
校
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た

教
育
力
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

と
、社
会
人
基
礎
力
の
育
成
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。一
方
、本
学
学

生
の
傾
向
と
し
て
資
格

取
得
等
に
向
け
た
夢
実

現
意
欲
が
高
い
こ
と
や
、

礼
法
を
は
じ
め
と
し
た

聖
徳
教
育
が
本
学
の
強

み
で
あ
り
、さ
ら
に
実

質
化
し
て
い
く
に
あ
た

り
、自
己
管
理
力
等
、聖

聖徳大学 × 新京成電鉄
スプリングコンサート
That ,s Musical Show!

Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー

修
了
演
奏
会
を
開
催

平
成
二
十
七
年
度

前
期
全
学
Ｆ
Ｄ･

Ｓ
Ｄ
研
修
会
を
実
施

増井三夫副学長

野原八千代学生部長

蓑輪裕子教授
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四
月
十
八
日（
土
）、

幼
児
教
育
専
門
学
校

で
は
、「
聖
徳
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
デ
イ
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
先
輩
で
あ

る
二
、三
年
生
が
中

心
と
な
り
、
一
年
生

を
ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
歓
迎
す
る
異
学
年

交
流
の
ほ
か
、
午
前
中
は
防
災

訓
練
、
午
後
は
一
年
生
が
シ
ラ

バ
ス
を
利
用
し
た
学
習
理
解
を

行
う
な
ど
、「
学
び
」を
テ
ー
マ

と
し
た
新
た
な
取
り
組
み
も
実

施
し
ま
し
た
。

■ 

午
前
の
部

　

当
日
は
九
時
十
五
分
よ
り
開

会
式
を
行
い
、
聖
徳
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
デ
イ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
新
入
生
は
上
級
生

と
の
混
合
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

各
グ
ル
ー
プ
担
当
教
員
よ
り
危

機
管
理
に
つ
い
て
の
指
導
を
受

け
た
後
、
全
学
生
に
よ
る
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
級

生
に
と
っ
て
も
初
め
て
と
な
る

保
育
科
第
一
部
・
二
部
合
同
の

防
災
訓
練
で
し
た
が
、
非
常
放

送
や
教
職
員
の
指
示
を
遵
守
し

な
が
ら
速
や
か
に
避
難
を
行
い
、

学
生
生
活
を
送
る
上
で
の
危
機

管
理
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、グ
ル
ー

プ
会
場
へ
戻
り
、
先

輩
学
生
か
ら
ピ
ア
ノ

の
連
弾
演
奏
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

ほ
か
、ゲ
ー
ム
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
教
員
や

先
輩
と
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

■ 

午
後
の
部

　

昼
食
で
は
、
先
輩
学
生
か
ら

食
事
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
、

終
礼
を
終
え
、
上
級
生
は
こ
こ

で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
は
、
こ
こ
か
ら
午
後

の
部
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

入
学
し
て
か
ら
二
週
間
の
学
生

生
活
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
さ

ら
に
シ
ラ
バ
ス
を
使
用
し
て
本

校
に
お
け
る
学
習
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
、
自
分
が
ど
の
よ
う

に
学
ん
で
い
く
の
か
を
理
解
す

る
と
い
う
、
卒
業
に
向
け
た
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
学
生

同
士
の
少
人
数
に
よ
る
意
見
交

換
を
行
い
、
意
見
を
ま
と
め
る

な
ど
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
必
要

と
す
る
活
動
に
戸
惑
い
を
見
せ

な
が
ら
も
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も

的
確
に
意
見
を
集
約
さ
せ
、
本

校
が
目
指
す
保
育
者
に
な
る
と

い
う
目
標
に
向
け
て
、
し
っ
か

り
と
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま

し
た
。

　

新
入
生
は
、
今
回
の
聖
徳
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
を
通
し
て
、

「
幼
児
教
育
者
に
な
る
」と
い
う

夢
を
さ
ら
に
強
く
抱
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
後
の
成
長
を
、

教
職
員
一
同
し
っ
か
り
と
見
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

（注）	公開をご希望されない方については、掲載しておりません。コンビニエンスストアよりお振込みされた方は、匿名の取り扱いにさせていただいて
おります。 ご芳名の掲載を希望される方は、お手数ですが創立80周年記念事業募金係までご連絡ください。

平成27年3月1日から4月30日までのご寄付分を掲載しております。

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはメールで、ご住所とお名前をお知らせください。募金係より募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。
■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係

TEL． 047-365-1111（代） 　メールアドレス　bokin@seitoku. ac. jp

●
取
引
業
者
関
係

一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
様

�

（
三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ
フ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長   

片
貝
　
正
　
様

�

（
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
山
ノ
内
商
事

　
代
表
取
締
役   

春
原
　
良
稔
　
様

�

二
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
創
美
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

　
代
表
取
締
役   

山
形
　
晴
樹
　
様

�

（
二
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

花
喜
園

　
代
表
　
花
木
　
常
明
　
様

�

（
一
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　
代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
栄
二
　
様

�

（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

　
田
代
　
和
子	

様（
五
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
日
川
　
清
一	

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
田
口
　
禎
一	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　
堀
田
　
み
ど
り	

様（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
浅
倉
　
大
作	

様	

瀧
澤
　
孝
治	

様

一
〇
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・

　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
後
援
会	

様

●
附
属
小
学
校
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円		



山
崎
　
健
一	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

小
山
　
勝
也	

様	

森
田 

圭
亮	

様

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
七
年
三
月
〜
四
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
附
属
第
二
幼
稚
園
関
係

五
、〇
〇
〇
円	

	

大
原
　
雄
一	

様

●
三
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
父
母
の
会	

様

�

（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
八
王
子
中
央
幼
稚
園
関
係

三
四
四
、三
二
六
円

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会	

様

�

（
六
四
四
、三
二
六
円
）

●
多
摩
中
央
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園
父
母
の
会	

様

�

（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

五
、〇
〇
〇
円	

古
家
　
典
子	

様

四
、七
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

聖
徳
大
学
香
和
会	
様

�

（
五
七
、七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
秋
和
会
関
係

五
七
五
、二
〇
八
円

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
同
窓
会  
秋
和
会	

様

●
教
職
員
関
係

六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
原  

公
章	

様	

原  

良
子	
様	

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
順	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
並
　
妙
子	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
並
　
麻
里	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
鳥
居
　
留
美
子	

様

（
六
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

　
合
計
　
一
〇
〇
件一二

九
、五
八
四
、五
三
四
円

　
累
計
　
一
、八
三
四
件

五
一
五
、二
五
三
、三
四
一
円

　

四
月
九
日（
木
）、
昨
日
ま
で

の
荒
天
が
嘘
の
よ
う
な
穏
や
か

な
陽
光
の
中
、
聖
徳
大
学
附
属

女
子
高
等
学
校
な
ら
び
に
附
属

女
子
中
学
校
の
第
三
十
三
回
入

　

聖
徳
大
学
附
属
女
子
高
校

一
年
生
が
四
月
十
四
日（
火
）か

ら
十
六
日（
木
）に
、
附
属
女
子

中
学
一
年
生
は
四
月
十
六
日

（
木
）か
ら
十
八
日（
土
）に
か
け

て
、新
入
生
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
成

田
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
日
航
成
田

で
の
二
泊
三
日
の
宿
泊
学
習
を

通
し
、
学
年
や
ク
ラ
ス
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
集
団
生

活
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
他
者
へ

の
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
国
語
・
数
学
・
英

語
の
授
業
で
は
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
中
学
・
高
校
で
の
学
習
や

毎
日
の
授
業
に
対
す
る
姿
勢
、

予
習
・
復
習
等
の
家
庭
学
習
の

方
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
行
わ
れ
た
進
路
学

習
に
お
い
て
、
高
校
生
は
本
校

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
春

の
日
差
し
に
ピ
カ
ピ
カ
と
照
ら

さ
れ
た
真
新
し
い
制
服
に
袖
を

通
し
た
高
等
学
校
新
入
生
百
六 

十
二
名
、
中
学
校
新
入
生
七
十 

七
名
は
、
緊
張
の
中
に
も

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た

表
情
で
各
教
室
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

　

川
並
芳
純
校
長
は
式
辞

の
中
で
、「
挨
拶
は
心
を
開

く
魔
法
の
言
葉
」「
心
は
一

人
で
は
磨
け
な
い
」「
私
た

ち
は
汗
し
て
体
を
鍛
え
ま

す
」と
い
う
聖
徳
学
園
の

生
徒
と
し
て
の
三
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ

か
ら
三
年
間
の
生
徒
た
ち

の
指
針
と
し
て
、
心
に
深

の
卒
業
生
で
あ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
池
村
祐
美
さ
ん
か
ら
高
校
生

活
や
進
路
選
択
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
進
学
に
向
け
て
こ
の
三
年

く
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
高
等
学
校
新
入
生

を
代
表
し
て
縄
井
愛
理
さ
ん
が

「
建
学
の
精
神『
和
』の
心
を
大

切
に
し
、
一
人
の
女
性
と
し
て

立
派
な
大
人
に
な
る
た
め
の
礎

を
築
く
」こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

高
校
一
年
の
学
年
目
標
は

「
深
め
よ
う
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
33
期
」で

す
。
最
も
多
感
な
中
高
時
代
を

共
に
過
ご
し
た
仲
間
の
中
か
ら
、

生
涯
を
か
け
て
付
き
合
え
る
友

人
が
生
ま
れ
ま
す
。
多
く
の
行

事
を
通
じ
て
共
に
泣
き
、
共
に

笑
う
中
で
、
強
い
絆
で
結
ば
れ

た
仲
間
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と

い
う
思
い
で
こ
の
目
標
を
定
め

ま
し
た
。

　

中
学
一
年
の
学
年
目
標
は
、「
女

子
力
を
育
て
よ
う
～
自
分
ら
し

く
輝
く
た
め
の
ス
テ
キ
な
力
～
」

で
す
。こ
の
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

素
敵
な
聖
徳
レ
デ
ィ
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
べ
き

か
が
明
確
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。
ま
た
中
学
生
は
プ
レ
職
業

体
験
と
し
て
成
田
空
港
を
見
学

し
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
場
所
や
仕

事
の
様
子
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
、興

味
深
そ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
こ
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
学
校
と

い
う
集
団
生
活
に
必

要
な
ル
ー
ル
や
学
習
、

進
路
選
択
に
つ
い
て

多
く
の
こ
と
を
学
び
、

今
後
の
学
校
生
活
に

向
け
て
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

第
三
十
三
回
入
学
式
を
挙
行

新
入
生
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
て

先輩からの歓迎

防災訓練の様子

募
金
だ
よ
り

　

港
区
に
あ
る
聖
徳
学
園
三
田

幼
稚
園
に
、オ
レ
ン
ジ
色
の
オ
ー

ニ
ン
グ（
雨
よ
け
）が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
雨
が
降
る
た
び
に
、

濡
れ
た
場
所
で
園
児
が
す
べ
ら

な
い
よ
う
に
と
、
教
員
が
頻
繁
に

モ
ッ
プ
が
け
を
行
い
、タ
オ
ル
を

敷
詰
め
て
雨
水
の
跳
ね
を
抑
え

て
い
ま
し
た
が
、オ
ー
ニ
ン
グ
の

使
用
に
よ
り
雨
の
吹
き
込
み
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
直
射
日
光

を
遮
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
日

陰
も
作
れ
、
夏
場
も
効
果
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

風
が
強
い
時
に
は
、
風
速
十
メ
ー

ト
ル
以
上
に
な
る
と
自
動
で
オ

ー
ニ
ン
グ
が
閉
じ
る
仕
組
み
で
、

建
物
と
し
て
の
安
全
性
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
夏
の
時
期

を
迎
え
ま
す
が
、
雨
風
や
光
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
園
児
に
と
っ
て
よ

り
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
施
設
設
備

の
充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
園
舎
か
ら
斜
め
に
せ
り
出
し
た
部
分
が

　
今
回
設
置
さ
れ
た
オ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
◀

▼オーニング

聖
徳
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
イ
を
開
催
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八
王
子
中
央
幼
稚
園
で
は
毎

年
五
月
、ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か

れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、ト
マ
ト

や
ピ
ー
マ
ン
、キ
ュ
ウ
リ
、ナ
ス

な
ど
の
苗
を
植
え
、
大
切
に
育

て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
組
は

一
人
一
鉢
ず
つ
朝
顔
の
種
を
蒔

い
て
育
て
ま
す
。

　

朝
、
園
児
た
ち

は
登
園
す
る
と
急

い
で
着
替
え
を
済

ま
せ
、
植
物
の
様

子
を
見
に
行
っ
て

は「
早
く
大
き
く

な
っ
て
ね
」「
き
れ

い
な
お
花
を
咲
か

せ
て
ね
」と
話
し

か
け
な
が
ら
水
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

降
園
前
に
は
再
び

植
物
の
様
子
を
の

ぞ
き
、「
先
生
、葉
っ

ぱ
が
大
き
く
な
っ

た
よ
」「
朝
顔
の
つ
る
が
伸
び
た

よ
」と
目
を
丸
く
さ
せ
た
り
、ク

ラ
ス
み
ん
な
で「
や
っ
た
ー
！
」

と
喜
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
大
切
に
育
て
ら
れ

た
野
菜
や
朝
顔
は
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
特
別
な
存
在
と
な
り
、

野
菜
が
苦
手
で
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
園
児
が「
先
生
、ピ
ー
マ
ン
っ

て
お
い
し
い
ね
」「
ト
マ
ト
が
食

べ
ら
れ
た
よ
！
」と
嬉
し
そ
う

に
収
穫
の
喜
び
を
表
す
姿
も
、

毎
年
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
咲

い
た
朝
顔
の
花
は
押
し
花
や

染
め
物
の
材
料
に
す
る
な
ど
、

製
作
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　

幼
稚
園
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

植
物
を
通
し
た
情
操
教
育
に
力

を
入
れ
、園
児
の
成
長
を
見
守
っ

て
い
き
ま
す
。

大
き
く
な
あ
れ
！

　

四
月
十
五
日（
水
）、
聖
徳
大

学
附
属
小
学
校
で
は「
一
年
生

を
迎
え
る
集
会
」と「
明
和
班
顔

合
わ
せ
集
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
四
月
十
日（
金
）の

入
学
式
か
ら
三
日
間
は
三
時
間

授
業
、
教
室
で
の「
な
ら
し
給

食
」後
の
下
校
と
い
う
短
縮
時

間
で
学
校
生
活
に
慣
れ
、
こ
の

集
会
を
経
て
い
よ
い
よ「
聖
徳

の
子
」と
し
て
の
仲
間
入
り
を

し
ま
す
。
二
年
生
以
上
の
児
童

は
一
年
生
を
ど
の
よ
う
に
明
和

班
に
迎
え
入
れ
る
か
、
明
和
会

運
営
委
員
を
中
心
に
全
校
で
考

え
て
き
ま
し
た
。一
年
生
を
び
っ

く
り
さ
せ
よ
う
と
、全
校
で
取
り

組
ん
だ「
び
っ
く
り
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」は
、
予
想
通
り
の
好
反

応
。一
年
生
も
、
初
め
て
習
っ
た

「
ド
キ
ド
キ
ド
ン
！
い
ち
ね
ん

せ
い
」の
歌
と
呼
び
か
け
の
発

　

附
属
小
学
校
で
は
、
こ
ど
も

の
日（
端
午
の
節
供
）に
ち
な
み
、

前
庭
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し

ま
し
た
。
附
属
小
学
校
の
こ
い

の
ぼ
り
は
、
一
年
間
自
分
で
が

ん
ば
る
こ
と
を
決
め
た「
め
あ

て
」を
書
い
た
う
ろ
こ
を
つ
け

て
泳
が
せ
ま
す
。
一
年
生
の
こ

い
の
ぼ
り
に
は
う
ろ
こ
が
一
枚

ず
つ
で
す
が
、
六
年
生
は
う
ろ

こ
が
六
枚
重
な
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

五
月
一
日（
金
）、
五
月
晴
れ

表
を
舞
台
の
上
で
堂
々
と
披
露

し
ま
し
た
。

　
「
明
和
班
顔
合
わ
せ
集
会
」で

は
、
六
年
生
が
手
作
り
し
た
す

ご
ろ
く
で
明
和
班
の
仲
を
深
め

ま
し
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
修
学
旅

行
を
終
え
た
六
年
生
の
、リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
た

姿
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。一
年
生

も
初
め
て
全
校
集
会
に
参
加
し
、

初
め
て
会
う
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
の
中
で
緊
張
も
見
え
ま
し

た
が
、
し
っ
か
り
と
自
己
紹
介

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
で
の
明
和
班
活
動
で
絆

を
深
め
、「
聖
徳
の
子
」と
し
て

互
い
に
高
め
合
っ
て
い
く
姿
が

楽
し
み
で
す
。

の
爽
や
か
な
天
気
の
下
で
、

一
、二
年
生
合
同
で「
こ
い

の
ぼ
り
集
会
」を
行
い
ま

し
た
。
六
匹
の
こ
い
の
ぼ

り
が
悠
々
と
大
空
を
泳
ぐ

の
を
見
な
が
ら
、
代
表
の

児
童
が
自
分
の
め
あ
て
と
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
ど
う

努
力
を
し
て
い
く
か
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

校
長
先
生
よ
り
こ
い
の
ぼ

り
の
由
来
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

「
百
瀬
の
滝
を
の
ぼ
る
と
竜
に

な
る
」と
い
う
力
強
い
鯉
の
話

に
驚
き
、
自
分
た
ち
が
元
気
で

過
ご
せ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

も
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

翌
五
月
二
日（
土
）は
授
業
参
観

日
。
こ
い
の
ぼ
り
と
と
も
に
写

真
を
と
る
親
子
の
姿
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
事
を
通
し
て
、
日
本
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
節
供
を
身
近
に

感
じ
、
大
事
に
し
て
い
け
る
児

童
に
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
園
生
活

に
慣
れ
て
き
た
五
月
。
年
長
組

は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で「
府
中

市
郷
土
の
森
」へ
、
年
中
組
・
年

少
組
は
新
し
く
入
園
さ
れ
た
方

も
い
る
た
め
、
親
子
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に「
新
宿

御
苑
」
に
遠
足
に
行
き
ま
す
。

今
年
は
、
年
長
組
は
五
月
一
日

（
金
）、
年
中
・
年
少
組
は
五
月

十
四
日（
木
）に
行
い
ま
し
た
。

　

年
長
組
は
、
初
め
て
観
光
バ

ス
に
乗
っ
て
の
遠
足
で
す
。
郵

便
局
・
小
学
校
・
役
場
・
薬
屋
な

ど
昔
な
が
ら
の
建
物
を
見
学
し
、

展
示
さ
れ
て
い
る
五
月
人
形
に

見
入
り
な
が
ら
、
広
い
公
園
の

中
を
散
策
し
ま
し
た
。
梅
園
を

通
り
抜
け
て
都
道
府
県
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
る
県
木
園
に
来

る
と
、「
東
京
は
ど
れ
？
」「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
の
木
は
こ

れ
だ
！
」「
こ
れ
は
ど
こ
の
木
な

の
？
」と
、
木
の
種
類
は
も
ち

ろ
ん
、
ど
こ
の
県

の
木
な
の
か
に
興

味
を
持
つ
子
ど
も

が
多
く
い
ま
し
た
。

　

年
中
・
年
少
組

は
現
地
に
集
合
し
、

広
い
公
園
の
芝
生

の
上
で
、
親
子
で

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が

と
れ
る
遊
び
を
し

ま
す
。「
む
っ
く
り

く
ま
さ
ん
」や「
も

り
の
こ
み
ち
」と

い
う
集
団
遊
び
で

は
、
子
ど
も
た
ち

は
保
護
者
に
捕
ま

ら
な
い
よ
う
に
一

所
懸
命
逃
げ
回
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
散

策
に
行
っ
た
後
、
残
っ
た
保
護

者
の
方
が
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深

め
る
の
も
、
春
の
遠
足
な
ら
で

は
の
風
景
で
す
。

　

春
の
自
然
の
中
で
遊
ぶ
経
験

が
減
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
う

し
た
機
会
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

春の光が差す芝生にて

みんなで水やり

春
の
遠
足

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

四
月
三
日（
金
）、
咲
き
始
め

た
桜
の
花
に
春
の
雨
が
降
り
注

ぐ
中
、
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖

徳
女
子
中
学
校
第
三
十
二
回
、

高
等
学
校
第
三
十
三
回
の
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
二
十
七
名
、
高
校
生
百
十
六

名
の
新
入
生
が
本
校
に
入
学
し

ま
し
た
。
新
し
い
制
服
に
身
を

包
み
、
緊
張
の
中
に
も
、
晴
れ

や
か
な
表
情
で
こ
の
日
を
迎
え

た
生
徒
た
ち
は
、
希
望
で
大
き

く
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

新
入
生
た
ち
は
川
並
知
子
名

誉
学
園
長
や
川
並
弘
純
学
園
長
、

長
野
雅
弘
校
長
の
式
辞
、
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
の
お
祝
い
や
激

励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
笑

顔
で
お
礼
を
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
代
表
生
徒
に
よ
る
宣
誓

が
行
わ
れ
、
校
長
か
ら
校
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
宣
誓
は
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
へ
の
期

待
と
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
し
た
。

は
じ
め
ま
し
て
一
年
生

よ
う
こ
そ
聖
徳
小
へ

み
ん
な
の
め
あ
て
を
の
せ
て

大
空
泳
げ　

こ
い
の
ぼ
り

中　
学　
校
第
三
十
二
回

高
等
学
校
第
三
十
三
回 

入
学
式

平成27年度 香和会 行事予定表（開催日順） 

聖朋会　行事予定表

日（日）

日（日）

日（土）

日（日）

日（土）

日（日）

日（土）

受付／11：30～
開会／12：00－15：00

受付／13：30～
開会／14：00－16：30

受付／11：10～
開会／11：30－14：00

受付／11：00～
開会／11：30－15：00

受付／17：30～
開会／18：00－20：00

受付／13：30～
開会／14：00－16：00

受付／13：00～
開会／13：30－15：30

第48回総会･懇親会

甲州・中部・東海支部

北海道・東北支部 〈設立20周年記念〉

北陸・上信越支部

九州・沖縄支部

北関東・南関東合同支部
（2支部合同開催）

近畿・中国・四国支部

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

場所 : 聖徳大学 8号館　クリスタルホール3階　「アミティエ」

場所 : 静岡県静岡市 静岡ターミナルホテル　アソシア静岡

場所 : 宮城県 仙台市　ガーデンパレス仙台 4階「蓬莱の間」 ミニ観光 14:30 ～

場所 : 長野県 長野市 ホテル メトロポリタン長野

場所 : 沖縄県 那覇市 沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ 宴会場6階「MIYARABI」

場所 : 聖徳大学 8号館　クリスタルホール3階　「アミティエ」

場所 : 大阪市北区 梅田 ホテルグランヴィア大阪 19階
フレンチ＆イタリアンレストラン「フルーヴ」

7

9

9

10

10

11

12

19

6

12

4

24

15

12

月

月

月

月

月

月

月

●日時：6月20日（土） 役員会：午後1時〜　総会：午後2時半〜
●場所：取手聖徳女子中学校・高等学校 会議室
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聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

は
、
今
年
度
よ
り
幼
稚
園
バ
ス

の
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
近
年

入
園
の
問
い
合
わ
せ
の
際
に

「
園
バ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？
」と

い
う
質
問
が
多
く
な
り
、
浦
安

市
に
運
行
許
可
を
請
願
し
続
け
、

よ
う
や
く
運
行
許
可
が
下
り
た

の
が
昨
年
の
十
一
月
中
旬
で
し

た
。
姉
妹
園
の
幼
稚
園
バ
ス
に

「
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
園
バ

ス
運
行
開
始
」の
掲
示
を
し
て

浦
安
市
内
を
運
行
す
る
と
、
園

児
や
保
護
者
、
そ
し
て
卒
園
生

が
足
を
止
め
て
手
を
振
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
経
緯
で
、
本
年
四

月
八
日（
水
）朝
か
ら
園
バ
ス
で

の
新
入
園
児
の
登
園
が
始
ま
り

ま
し
た
。
教
員
も
初
め
て
の
こ

と
で
、
早
く
か
ら
門
の
前
で
バ

ス
の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
し
た

が
、バ
ス
か
ら
降
り
て
来
る
園

児
た
ち
は
誰
も
が
ニ
コ
ニ
コ
笑

顔
で「
バ
ス
、
ど
う
だ
っ
た
？
」

と
声
を
か
け
る
と「
楽
し
か
っ

た
よ
！
」と
話
す
園
児
の
言
葉

に
教
職
員
一
同
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

　

四
月
十
日（
金
）か
ら
は
進
級

児
の
バ
ス
登
園
も
始
ま
り
ま
し

た
。
最
近
は
バ
ス
の
降
園
時
間

ま
で
、
異
年
齢
の
園
児
た
ち
が

大
型
積
み
木
で
バ
ス
ご
っ
こ
を

し
て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
よ
り
広
い
地
域
か
ら

入
園
す
る
園
児
が
増
え
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
教
職
員

一
同
、
保
育
の
充
実
と
バ
ス
の

安
全
運
行
を
心
掛
け
て
ま
い
り

ま
す
。

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

「
対
面
式
」を

行
い
ま
し
た

幼
稚
園
バ
ス

運
行
開
始
！

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
毎
年
、

父
の
日
を
前
に
お
父
様（
お
じ

い
様
）が
来
園
し
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
過
ご
す「
父
親
参

観
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち

は「
お
父
さ

ん
が
来
る
日

は
い
つ
？
」

「
パ
パ
と
一

緒
に
遊
ぶ
の
、

楽
し
み
だ
な
」

と
、
日
頃
忙

し
く
し
て
い

る
お
父
様
と

一
緒
に
幼
稚

園
で
過
ご
せ

る
こ
と
を
指

折
り
数
え
て

待
っ
て
い
ま

す
。「
お
父
さ

ん
は
ね
、
い

つ
も
新
聞
を
読
ん
で
い
る
ん
だ

よ
」「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
眼
鏡

を
か
け
て
い
る
ん
だ
」「
い
つ
も

ぼ
く
が
寝
て
か
ら
帰
っ
て
く
る

ん
だ
よ
。
お
仕
事
が
大
変
な
ん

だ
よ
」と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃

の
姿
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
絵

や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
製
作
し
ま
す
。

　

当
日
は
体
操
や
リ
ズ
ム
遊
び

を
一
緒
に
し
て
、
お
父
さ
ん
の

腕
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
、
肩
車

を
し
て
も
ら
っ
た
り
、ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
触
れ
合
い
ま
す
。ま
た
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム

や
競
争
、
製
作
作
業
を
し
ま
す
。

初
め
は
少
し
表
情
が
硬
く
な
り

が
ち
な
お
父
様
も
、
子
ど
も
と

夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
る
う

ち
に
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま

す
。
年
に
一
度「
父
親
の
目
」

「
男
性
の
目
」で
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
う
、ユ
ニ
ー
ク
な
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
十
七
日（
金
）、
入
園
・

進
級
し
て
か
ら
十
一
日
目
と
い

う
こ
の
日
、
全
園
児
一
斉
に
保

育
参
観
と
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
園
児
が
新

し
い
環
境
に
慣
れ
て

き
た
姿
を
見
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

お
昼
の
十
二
時
か

ら
は
今
年
度
か
ら
復

活
し
た
給
食
試
食
会

が
行
わ
れ
、
五
歳
児

松
組
の
園
児
と
保
護

者
が
一
斉
に
ホ
ー
ル

で
給
食
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
友
達
と
一
緒
に
、

そ
し
て
お
家
の
方
と

初
め
て
食
べ
る
給
食

に
美
味
し
さ
と
喜
び

が
倍
増
し
た
よ
う
で
す
。
保
護

者
の
方
々
は
念
願
叶
っ
て
の
試

食
会
だ
っ
た
た
め
か
、
大
変
満

足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
中
に

は
親
子
二
代
で
通
わ
れ
て
い
る

方
か
ら「
三
十
五
年
ぶ
り
の
給

食
で
感
激
で
す
」と
い
う
、
聖

徳
幼
稚
園
の
給
食
の
伝
統
を
感

じ
る
一
言
も
あ
り
ま
し
た
。「
給

食
の
作
り
方
を
聞
い
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
」「
給
食
メ
ニ
ュ
ー

の
本
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」な

ど
栄
養
士
の
励
み
と
な
る
声
も

多
く
、
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
で
は
今

年
度
も「
正
し
い
箸
使
い

達
成
度
一
〇
〇
％
を
目
指

す
」と
い
う
大
き
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、

こ
の
日
も「
見
て
見
て
、

上
手
で
し
ょ
」と
い
う
園

児
が
い
れ
ば
、「
私
は
上

手
で
は
な
い
の
で
頑
張

り
ま
す
」と
い
う
保
護
者

の
方
も
お
ら
れ
、
箸
使
い

へ
の
関
心
の
高
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

給
食
が
楽
し
く
い
た
だ

け
る
よ
う
、
家
庭
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

桜
の
花
び
ら
が
舞
い
、
花
壇

に
は
赤
や
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
が
咲
く
四
月
十
一
日

（
土
）、
聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼

稚
園
で「
対
面
式
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。対
面
式
と
は
新
入
園
児
・

進
級
園
児
が
初
め
て
全
員
揃
う

会
で
す
。
今
年
は
気
温
の
変
動

が
大
き
く
、
寒
さ
を
感
じ
る
新

学
期
で
し
た
が
、
園
児
た
ち
は

そ
の
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
元
気

な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

対
面
式
が
始
ま
る
と
、
落
ち

着
い
て
参
加
す
る
進
級
園
児
に

対
し
、
泣
き
な
が
ら
先
生
に
抱

っ
こ
さ
れ
て
い
た
り
、
ふ
ら
ふ

ら
立
ち
歩
い
て
し
ま
っ
た
り
落

ち
着
き
の
な
い
新
入
園
児
の
姿

が
見
ら
れ
、
対
照
的
な
光
景
で

し
た
。教
頭
先
生
の
お
話
で「
皆

さ
ん
の
名
札
の
色
は
何
色
で
す

か
？
」と
問
わ
れ
る
と
、
進
級

　

四
月
六
日（
月
）、
聖
徳
大
学

附
属
成
田
幼
稚
園
の
平
成
二
十 

七
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
春

の
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
不
安

そ
う
な
表
情
で
、
少
し
大
き
め

な
真
新
し
い
制
服
を
着
た
新
入

園
児
が
登
園
し
、
入
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
集
団
生

活
を
送
る
園
児
が
多
い
た
め
、

一
緒
に
登
園
す
る
保
護
者
の

方
々
か
ら
も
少
し
緊
張
し
た
表

情
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

入
園
式
で
は
、
来
賓
の
方
が

「
ご
入
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
挨
拶
さ
れ
る
と
、
園

児
た
ち
が「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
返
し
た
り
、「
は
ー

園
児
は
嬉
し
そ
う

な
顔
で
口
々
に
自

分
の
新
し
い
名
札

の
色
を
言
い
、
自

信
に
満
ち
た
姿
勢

で
進
級
し
た
喜
び

を
感
じ
て
お
り
、

新
入
園
児
に
対
し

元
気
な
声
で
歌
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

ま
し
た
。
新
入
園

児
は
手
を
花
に
見

立
て
、チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
歌
を
披
露
し

ま
し
た
。先
生
方
か

ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

フ
ル
ー
ト
、ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
、
ス
ネ
ア

ド
ラ
ム
な
ど
の
演
奏
と
ダ
ン
ス

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
と
、

は
じ
め
は
泣
い
て
い
た
新
入
園

児
も
、
楽
し
い
音
色
に
目
を
丸

く
し
な
が
ら
聴
き
入
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

進
級
園
児
は
自
覚
を
持
っ
て

い
」と
返
事
を
す
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
お
父
様
や
お
母

様
と
離
れ
て
椅
子
に
座
る
こ
と

が
で
き
ず
、泣
き
通
し
の
園
児
も

い
ま
し
た
が
、
園
長
先
生
の
パ

ン
ダ
の
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
や
、
先
生
た
ち

の
指
人
形
劇
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

に
な
る
と
笑
顔
を

見
せ
、
楽
し
む
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
正

し
い
箸
使
い
の
指

導
に
重
点
を
お
き
、

保
護
者
の
方
々
と

連
絡
を
密
に
と
り
、

園
児
一
人
ひ
と
り

に
丁
寧
に
関
わ
り

な
が
ら
、
生
活
習

慣
の
早
期
自
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

優
し
い
気
持
ち
で
新
入
園
児
と

進
ん
で
関
わ
る
な
ど
、
微
笑
ま

し
い
場
面
も
多
々
見
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
育
て
な
が
ら
、
楽

し
い
園
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う

見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
も
教
職
員
一

丸
と
な
り
、
園
児
た
ち
が「
い

つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子
ど
も
」

と
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

年
に
一
度
の父

親
参
観

み
ん
な
笑
顔
の試

食
会

父子とも笑顔がいっぱい

美味しい給食　いただきます

笑顔がたくさんの式となりました

今年度より導入された園バス

入園式の様子

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

平
成
二
十
七
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

～
入
園
式
～

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

15.6.1 re（18,3）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）
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環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第78号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

■ 聖徳大学附属小学校（共学）� ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）� ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）� ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学）� ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

夜のキャンパス見学ツアー

学校見学会

体験学習編

入試必勝講座・個別相談会

一日授業体験

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。
学校説明会関係行事のご案内

● 分科会　・13時15分〜16時00分

● 全体会　・10時20分〜11時50分

7月25日（土）SEITOKU夏期保育大学第48回 開催

● 日　時 ：
● 場　所 ：
● テーマ ：
● 受講料 ：

平成27年7月25日（土） 10時〜
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口徒歩5分）
これからの保育を考える
一般：5,000円	 本学卒業生：4,000円
	 在学生（通信生含む）：2,500円

　最近、「心が折れた」という言葉をよく耳にします。気持ち
が後ろ向きになり、不登校になるこどもたちも多くいます。

こどもたちの「折れやすい心」を強く、豊かにするためには、何が必要でしょうか。
その答えはアニメ作品の中にも見つけられます。アニメを例にとり、何がこども
の心を成長させるのかを考えます。
講師プロフィール：脚本家、日本脚本家連盟理事、聖徳大学講師。代表作は『Dr.スランプ アラレ
ちゃん』『ドラゴンボール』『ワンピース』『るろうに剣心』『ロミオの青い空』『金田一少年の事件簿』

『ジュエルペットてぃんくる☆』『それいけ！アンパンマン』 ほか

専門分野を深く掘り下げたセミナーの数々。保育の現場で、すぐに役立ちます。

講師 島
しま

田
だ

 満
みちる

 先生　シナリオライター

平成27年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程
・	6月6日（土）	 13：00	 北海道支部総会・保護者会	 札幌グランドホテル

・	9月6日（日）	 10：30	 静岡県支部総会・保護者会	 静岡・ホテルアソシア静岡

・	9月13日（日）	 10：30	 東北（南）支部総会・保護者会	 郡山・ビューホテルアネックス

・	10月11日（日）	 10：30	 甲信地区支部総会・保護者会	 甲府・ホテル談露館

・	10月18日（日）	 10：30	 東北（北）支部総会・保護者会	 盛岡・ホテルニューカリーナ

・	10月25日（日）	 10：30	 九州・沖縄地区支部総会・保護者会	 ホテル日航那覇グランドキャッスル

・	11月1日（日）	 10：30	 新潟地区支部総会・保護者会	 長岡・ニューオータニ長岡

・	11月15日（日）	 10：30	 北関東支部総会・保護者会	 大宮・JA共済埼玉ビル

・	11月22日（日）	 10：30	 東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同）	 聖徳大学松戸キャンパス

・	12月6日（日）	 10：30	 千葉県支部総会・保護者会	 聖徳大学松戸キャンパス

詳細はホームページでご確認ください。   http : //www. kasuganomori. com

詳細はホームページでご確認ください。
山中湖ガーデンヴィラ 　　　　　

http : //www.yamanakako-garden. com
ご予約はインターネットで！！

ご予約・お問い合わせは現地フロント係が
承ります。お気軽にお電話ください。

TEL. 0267-52-2111
学生・教職員５,8００円〜

卒業生・家族・同伴者８,6００円〜

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉

（1泊2食付）

長野県佐久市春日2258-1

　かすがの森の浴場には男女ともに
2つの浴槽があり、それぞれ熱めの

温泉と温めの温泉が楽しめます。ひとつの浴槽は昇温を行い約
40℃～42℃で提供しております。もうひとつの浴槽は源泉から
くみ上げたそのままの温度で約35℃～37℃で提供しております。
この温度差を利用してあつ湯、ぬる湯とかわるがわる入ること
で保温効果が高まり湯冷めしにくくなります。ぜひ当館にお越し
いただき、2つの温泉を心ゆくまでお楽しみください。

自家源泉のご紹介

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

一般 9,400円〜のところ

　山中湖は真夏も過ごしやすい日々が続きます。この
期間、湖畔でのアクティビティーに加え、サマーイベント
も盛り沢山。富士山登山にも最適です。充実したリゾート
休日をぜひ山中湖ガーデンヴィラでお過ごしください。

学園料金 1泊2食　大人6,750円～
 （10名以上グループプランは6,250円～）

山梨県南都留郡山中湖村平野506
TEL.0555-62-3111

検 索 ▲
外観

山中湖ガーデンヴィラ森と湖のヒーリングリゾート

のご宿泊まで期間限定オープン7／10〜9／30
インターネット宿泊予約受付中！！

↓2つの温度をお楽しみください。↓

40℃ 〜42℃ 35℃ 〜37℃
・ リフレッシュ効果
・ 新陳代謝が良くなる
・ 体の疲労回復

かわるがわる入ることで保温効果が
高まりぽかぽかが続きます。

・ リラックス効果
・ 高血圧の方も安心
・ 心の疲労回復

　夏の伝統行事も、今年で48回目を迎えます。今年は、シナリオライターと
して20年以上第一線でご活躍された島田満先生をお招きして、ご講演いた
だきます。また、保育や幼児教育の場面で役にたつ、13テーマの分科会をご
用意いたしました。講師や受講者の方々との語り合いを通して、ともに学び、
楽しく充実したひとときをお過ごしいただければと思います。
　皆様のご参加を心よりお待ちいたしております。

これからの保育、保護者支援を考える

保育所・幼稚園と小学校との連携ポイント10！

子どもにとっての楽しいを考える

子どもの力を伸ばす身体表現・運動あそび

0・1・2歳児の保育 遊び

「やりたい・やりたくない」の心を生かす保育実践
― 健常児・発達障害児を理解するコツ（事例及び映像から）

魔法の言葉はリズムにのって
〜からだは楽器！？ ボディーパーカッションの楽しみ方〜

信頼関係を築くためのコミュニケーション力を磨こう

表現あそびを楽しむ7つのヒント

0・1・2歳児の保育  〜 生活と遊びの「環境」を考える〜

子どもの心が育つ 生活習慣

対話型鑑賞入門

変わってきた「子どもの保健」
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【資料請求・お問い合わせ】 
〒271-0092　千葉県松戸市松戸1169
聖徳大学生涯学習社会貢献センター1階
聖徳大学生涯学習課 夏期保育大学 係

Tel. 047-365-3601（直通）
URL http: //www.seitoku. jp/soa/

検索

▶6月21日［日］
10：30〜15：00

▶6月6日［土］　▶6月13日［土］　▶6月20日［土］　▶6月27日［土］　▶7月11日［土］
　　　　　　　　　　　 ※時間は 9：00〜15：00の間でお選びください。

▶8月30日［日］
10：30〜15：00

▶6月20日［土］14：00〜 ▶7月25日［土］10：00〜

▶7月22日［水］10：00〜

▶8月7日［金］10：00〜

▶8月9日［日］14：00〜

▶7月19日［日］
10：30〜15：00

▶8月21日［ 金］
10：00〜14：00

▶9月20日［日］
10：30〜15：00

▶8月2日［日］
10：30〜15：00

▶8月22日［土］
10：00〜14：00

▶10月11日［日］
10：30〜14：00

▶8月16日［日］
10：30〜15：00

▶8月23日［日］
10：00〜14：00

▶11月29日［日］
10：30〜14：00

▶8月17日［月］
10：30〜15：00

大学（松戸キャンパス）説明会

学校説明会

音楽講習会

学外実施説明会【個別相談】

▶7月25日［土］ 9：30〜  中高オープンスクール ▶8月23日［日］ 9：30〜  中高オープンスクール

学校説明会 わくわくオープンスクール

▶6月13日［土］ 9：30〜  高校音楽科説明会 ▶6月27日［土］ 9：30〜  中高説明会

▶8月30日［日］ 10：00〜16：00

▶6月21日［日］ 9：00〜12：00
　　　　　　　　（受付 8：30〜）

▶7月19日［日］ 9：00〜12：00
　　　　　　　　（受付 8：30〜）

▶8月23日［日］ 9：00〜12：00
　　　　　　  　　（受付 8：30〜）

▶6月6日［土］	 秋田：秋田アトリオン★
▶6月7日［日］	 青森：アスパム（青森県観光物産館）★
▶7月12日［日］	 岩手：マリオス盛岡地域交流センター★
▶7月20日［月・祝］	新潟：ホテルオークラ新潟★
▶7月21日［火］	 福島：ホテルプリシード郡山★

▶6月28日［日］	 13：00〜15：30 ▶7月26日［日］	 13：00〜15：30

▶6月24日［水］ 18：30〜
▶7月4日［土］ 14：00〜

▶8月21日［金］ 10：00〜16：00

つくば	 ▶6月14日［日］	 11：00〜13：30	 イーアスつくば2階「イーアスホールA」
大宮	 ▶7月4日［土］	 12：30〜16：00	 大宮ソニックシティ9階「905室」
東京	 ▶7月5日［日］	 12：30〜16：00	 東京国際フォーラム ガラス棟4階「G402室」
横浜	 ▶7月11日［土］	 13：00〜15：30	 AP横浜駅西口 横浜 APビル4階「B会議室」

▶7月28日［火］	 静岡：ホテル沼津キャッスル★
▶8月4日［火］	 山形：ヤマコーホール
▶8月5日［水］	 宮城：ホテルメトロポリタン仙台
▶8月8日［土］	 富山：ポルファートとやま
▶8月9日［日］	 石川：ホテル金沢

出張

出張

聖徳大学
松戸キャンパス

※通学課程と合同開催（日程は上記を参照ください）

☆学食無料体験あり
　　　（全日程）

★印は「AO入試エントリー対象講座」も同時開催

予約不要　入退場自由

予約不要

予約不要

予約不要

要予約

予約不要　入退場自由

入退場自由

要予約

【個別対応】

要予約 要予約

※全て10：30〜15：00

講演 心をはぐくむ  感受性を育てる


